
数種広葉樹の耐陰性について

1 .はじめに 2 .材料と方法

広葉樹あるいは複層林に対する関心が高まりつ

つありますが、広葉樹を下木とする複層林に関す

る資料は少ないので、今回広葉樹を下木とする複

層林の造成技術に関する資料を得る乙とを目的と

して人工庇陰下で広葉樹 6樹種の苗木を育成し、

材料には、ケヤキ、キハダ、イヌエンジュ、シ

ラカンパ、クヌギおよびコナラの 2-3年生苗木

を用いました。

試験区は黒色寒冷紗で庇陰した相対照度 5、10、

205ぢの庇陰区三区と対照区(開放区:相対照度

100 %)の計四区としました。なお各試験区は東

西方向 5m、南北方向 4mの方形区で、庇陰区の天井

乙れらの耐陰性および発生する草本類の量につい

て調査しました。
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ますが、乙れは草本類を 7月まで放置生育させた

ため苗木が被陰を受けたためです。またイヌエン

ジュの1O~ぢ区の生長が 5%区 lζ比べて不良となっ

ている原因は、1O~ぢ区で 8 月 iとノ、ダニ類が発生し

たととによると思われます。

シラカンノぜ、

高は 2mとし、その内部に各樹種を南北方向iζ10本

ずつ列状iζ植栽しました。また植栽にあたり試験

区別iζ苗高の片寄りが生じないように配慮し、

%区には温度湿度の上昇を抑制するため簡単な換

気装置を設置しました。照度の測定にはミノ Jレタ

デジタル照度計T-1Hを用い、試験区内 20か所

5 

コナラの生長経図-1 ICケヤキ、

過を代表的なものとして示しました。

乙れらをみると庇陰下では、イヌエンジュを除

いて照度が低下すると明らかに生長が減少する乙

とがわかります。特』ζ5労区では生長低下が著し

く、シラカンパでは 9月測定時にすでに枯損し始

めた個体も認められま Lた。イヌエンジュは 5、

10、20%区の間で生長差が認められず、耐陰性の

強い樹種かとも思われましたが、十分な検討はで

きませんでした。乙れら苗高生長差が有意性を持

つものか分散分析による検定を行った結果を表-

l一(2)IC示しました。また根元直径はシラカンパ

の 1m高さで測定しました。

庇陰程度が苗木の生長に与える影響を知るため

地際から頂芽までの苗高と、地際から 5cm高の根

元直径を測定しました。苗高測定は植栽直後の昭

和 60年 4月および生長期間内の 6、 7、8、 9月

iζ行い、根元直径は 8月に測定しました。また発

生する草本類の生長量を知るため、雑草は 7月下

旬まで放置し刈取り調査を行った後除草しました。

3 .結果と検討

試験区の相対照度と苗高生長の関係を表-1 -

(1)に示しました。対照区の生長が不良となってい

苗高生長量平均値の差の検定結果

樹 種 ケヤキ キハダ
イヌエ シラカ

クヌギ コナラ
ンジュ ンノミ

照度(%) 10 5 10 5 10 5 10 5 10 5 10 5 

20 本 調ド 本* 本 調ド

10 本 * * 判ド 刻院

表-1 -(2) 

表-2 -(2) 

*織は Hぢ水準有意は5%水準有意
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だけが試験区間で有意な差を示したので表-211: 

示しました。

乙れらの乙とから 6樹種のうちではシラカンパ司

が光l乙対する要求度が最も高く、光補償点は相対

照度 55ぢより高いと乙ろに位置しているのではな

いかと考えられました。乙れらに対し他樹種は 5

鉱区の生長が不良ではあるが枯慣はまだ発生して

いないので、光補償点は 5%以下に位置している

ものと考えました。

草本類は 7月下旬までlζ ヨモギ、アカザが発生

しましたが、 55ぢ区では乙れらが認められずスギ

ナが 4g/ rrfほど発生しました。ヨモギ、アカザの

草丈と現存量は図-2、 311:示したように相対照

度の低下に伴う顕著な現存量減少が認められまし

た。

一般林地でも相対照度約 205ぢが確保されれば、

ケヤキ、キハダ、イヌエンジュ、クヌギ、コナラ

は樹下植栽の可能性が高いと考えられます。シラ

カンパは極めて陽性と判継されるので樹下植栽に

は不適当でしょう。相対照度 205ぢでヨモギの現存

量は対照区に比べ 10%程度となったので、他の草

本でもこれと同様の傾向を示すと思われ、相対照

度 205ぢ程度の林分であれば下刈作業が極めて軽減

されると考えられます。

(造林部片倉)

マツバノタマバエの生態と防除

1 .はじめに

マツバノタマパエによる被害を防除する方法に

は二通りあり、その一つは、成虫が発生しはじめ

る初期にダイアジノン、スミチオン、ディプテレッ

クスなどの粉剤または微粒剤を地表K散布する方

法、他の一つは、成虫が発生しはじめてから発生

最盛期にいたる期聞にスミパイン乳剤を、新しく

伸びはじめた針葉着生部に空中から散布する方法

です。

今回紹介する方法は後者に属する葉面薬剤散布

であり、乙の薬剤散布の適期を中心に述べます。

2. 生態と被害

マツバノタマバエは年 1回発生し、アカマツや

クロマツの針葉iと寄生します。成虫は県下では 5

月下旬から 6月にかけて現われ、伸長初期の短い

針葉の二葉聞に産卵します。ふ化した幼虫は針葉

健全葉 |葉鞘あり l 葉鞘なし

被害葉

(コー-)レ形成葉)
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